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§１．研究成果の概要 

 

本研究では、高堅牢性分子認識センサシステムを開発すると共に、呼気センシングによる多次

元生体化学情報の時空間解析プラットフォームの構築を目指している。2020 年度は（A）高堅牢性

分子認識センサシステム、（B）多次元生体化学情報解析の基礎技術構築を目指してそれぞれ以

下に示す検討を行った。 

 

(A)高堅牢性分子認識センサシステム 

堅牢性と分子認識機能を兼ね備えたセンサ材料の開発へ向けて、金属酸化物による分子認識

界面形成プロセスに関する検討および材料探索を行った。金属酸化物ナノ構造体を利用して分

子認識界面の形成プロセスを追跡し、分子認識機能向上へ向けた材料・プロセスの設計指針を構

築すると共に、6 種の有望な分子認識材料候補を選出した。また、集積化異種センサアレイの実現

へ向けて、センサ素子の感度向上へ向けた基礎検討に加え、新規静電噴霧法による異種材料同

時堆積の可能性検討を行った。 

 

(B)多次元生体化学情報解析 

呼気成分データの網羅解析において、数千にも及ぶ質量分析データからマーカー分子群の同

定を行うために、イメージプロセッシングと機械学習を融合した高速データ解析法を開発した。

ppm-ppb まで様々な濃度の化学物質が混在する環境下（３種のアロマ・生体呼気）において、シン

グル ppb レベルのマーカー分子群を高精度で同時抽出可能であることを実証し、解析時間を従来

の１/10 程度にまで短縮することに成功した。 
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